
令和７年度第１回福岡県がん対策推進協議会 議事録 

 

日時：令和７年１０月２８日(火)１８：００～  

                                               場所：オンライン形式により開催 

 

※議事録の文章は、実際の発言の趣旨を損なわない程度に、読みやすく整理したものです。 

 

（司会） 

定刻になりましたので、 「令和７年度第１回福岡県がん対策推進 

協議会」を開催させていただきます。 

委員の皆様方におかれましては、大変お忙しい中、ご出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

私は、本日の司会進行を務めます、がん感染症疾病対策課、課長補佐の小宮でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

それでは、開会に当たりまして、本来、当課課長の石田より挨拶を申し上げるところですが、公務の

都合により、欠席させていただいております。 

石田に代わりまして、当課企画監の川原より挨拶を申し上げます。 

 

（川原企画監） 

がん感染症疾病対策課企画監の川原でございます。 

  本日は、大変お忙しい中、福岡県がん対策推進協議会にご出席いただきありがとうございます。 

委員の皆様方には、日頃より本県のがん対策の推進にご理解、ご協力をいただいておりますことを、こ

の場をお借りしてお礼を申し上げます。 

県では、令和６年３月に策定した「第４期福岡県がん対策推進計画」に基づき、（１）科学的根拠に基

づくがん予防・がん検診の充実 （２）患者本位で持続可能ながん医療の提供（３）がんとともに尊厳を持

って安心して暮らせる社会の構築（４）働きながらがん治療を受けられる環境の整備を分野別目標とし、

「がんによる死亡率（75 歳未満年齢調整死亡率）を６年間で 12%減少」という全体の数値目標を達成で

きるよう、がん対策の推進に取り組んでいるところです。 

本日の協議会では、「がん診療連携拠点病院等の推薦について」皆様にご協議いただきたいと思い

ます。その内容を踏まえ県から国に推薦し、来年度４月１日から国の指定が行われる予定でございま

す。 

報告事項としては、事務局から、「福岡県のがん対策について」「（2040 年を見据えたがん医療提供

体制の均てん化・集約化に係る基本的な考え方及び検討の進め方について」の２点につき、ご報告さ

せていただきます。 

限られた時間ではございますが、どうぞ、忌諱のないご意見をいただきまして、本県のがん対策の推

進を図ってまいりたいと思っております。ご協議のほど、よろしくお願いいたします。 



（司会） 

続きまして、今年度新たに委員に就任された方をご紹介いたします。 

委員の紹介につきましては、皆様にお配りしております、福岡県がん対策推進協議会委員名簿をも

ちまして、ご紹介とかえさせていただきます。本協議会の委員のうち、本年度、新たに就任された委員

をご紹介します。 

石神（いしがみ）委員、森本（もりもと）委員、酒井 康成 （さかい）委員、荻原（おぎはら）委員、小野

（おの）委員、笠井 康行（かさい）委員以上の６名に、御就任いただきました。 

なお、酒井委員についきましては、小児がん分野での正式な後任が定まるまで、代理として委員を

勤めていただきます。 

また、九州大学病院がんセンター馬場 英司（ばば えいし）委員の代理として、九州大学病院がん

センター副センター長 岡本 勇（おかもと いさむ）教授に、教育庁教育振興部体育スポーツ健康課 

課長の代理として、木下幸惠（きのした ゆきえ）課長補佐に、厚生労働省福岡労働局職業対策課課

長の代理として、山本 正剛（やまもと せいごう）課長補佐に出席いただいております。 

（欠席者の紹介） 

なお、久留米大学医学部 川口 巧（かわぐち たくみ）教授、西田 正治（にしだ まさはる）筑後市

長につきましては、欠席の御連絡をいただいております。 

続きまして、事務局を紹介します。がん感染症疾病対策課 がん対策係長の大石でございます。 

 

なお、本日の議事内容につきましては、議事終了後、県のホームページへ掲載予定となっておりま

す。ご了承いただきますようお願いします。 

続きまして、事務局を紹介いたします。 

がん感染症疾病対策課企画課の川原でございます。がん対策係長の大石でございます。 

本日の議事内容につきましては、議事終了後、県のホームページへ掲載予定となっておりますので、

ご了承いただきますようにお願いいたします。 

では議題の審議に当たりまして、事前に配布しております資料の確認をさせていただきます。 

 

〔配布資料の確認〕 

 

（司会） 

それでは、これからの議事進行につきましては、本協議会の会長であります蓮澤会長にお願いした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

（蓮澤会長） 

本日の会議次第に沿って進めさせていただきます。 

発言は、議長の指名に従ってお願いします。それでは早速議事に入ります。 

「がん診療連携拠点病院等の推薦について」事務局から説明お願いします。 



 

〔事務局説明〕 

 

（蓮澤会長） 

ありがとうございました。ただいま説明がありました件につきまして、ご質問、ご意見等ございますで

しょうか。ありましたら挙手をお願いします。 

 

〔質問、意見なし〕 

 

（蓮澤会長） 

それでは事務局から説明がありましたとおり、２病院を特例型の地域がん診療連携拠点病院を地域

がん診療連携拠点病院へ更新推薦することとし、 

２病院を特例型の地域がん診療連携拠点病院から地域がん診療病院へと類型変更のうえ、推薦す

ることとしてよろしいでしょうか。 

 

（各委員） 

異議なし。 

 

（蓮澤会長） 

それでは、事務局においては、厚生労働省へ推薦手続きを進めてください。 

次に参ります。次は、報告事項の「福岡県のがん対策について」事務局から説明をお願いします。 

 

〔事務局説明〕 

 

（蓮澤会長） 

今、事務局の方から福岡県のがん対策について、説明がございました。では、事務局から説明があ

りました内容について、ご質問、ご意見などがありましたら、挙手をお願いいたします。 

 

（高松委員） 

 今、事務局から、福岡県のがん対策について、説明がなされましたが、例年、福岡県のがん検診受

診率は低く、がん種別においては低下している事例も見受けられます。事務局はその原因や背景につ

いて、把握されておりますでしょうか。 

 

（事務局） 

 委員ご指摘のとおり、当県のがん検診受診率につきましては、全国と比較しても低い状態が続いて

おります。先ほど説明いたしましたとおり、若年層へ向けた普及啓発活動や市町村ヒヤリングを通じて



把握した啓発事例の横展開等により、受診率向上を図っているものの、結果が出ていないという点は

ございますので、引き続き、啓発活動を続けていければと存じます。 

 

（高松委員） 

 いま、各地の病院では、診療報酬の問題や、医療機関の経済的な事情により、診療設備の更新もま

まならないという状況があります。そういった状況においては、がん検診や相談といったサービス的な

部門は益々運営が厳しくなっていってしまうので、事務局はそのような観点も持ちながら、支援をいた

だければと存じます。 

 

（蓮澤会長） 

 高松委員、ありがとうございました。他にご意見はございますでしょうか。 

 

〔質問、意見なし〕 

 

 

 事務局は、本日出たご意見を踏まえ、計画に定めた各施策の推進に、引き続き取り組んでいただき

たいと思います。 

  次に、「報告事項 2040 年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に係る基本的な考え

方及び検討の進め方について」、事務局から、ご説明いたします。 

 

〔事務局説明〕 

 

（蓮澤会長） 

はい。ありがとうございました。 

ただいま、2040 年を見据えたがん医療提供体制の均てん化・集約化に係る基本的な考え方及び検

討の進め方について、事務局から説明がありましたけれども、何かご質問、ご意見等ございませんか。 

 

〔質問、意見なし〕 

 

（辻委員） 

 ２０４０年を見据えた均てん化・集約化についてですが、集約化のところで、いま拠点病院は、各２次

医療圏に一つずつということにはなっておりますが、いますでに、各疾患というか領域ごとに圏境を超

えて話し合うということになってきています。がんについても診療連携協議会において方向性が示され

ることになると思いますが、計画その他に福岡県医師会がかかわってきておりますので、民間の病院

の先生方の意見も十分に取り入れたうえで、提言をさせていただきたいとおもっておりますので、速や

かな情報共有につきまして、よろしくお願いいたします。集約化といっても、地元医師会の了解を得な



がら進めていく必要がございますので、速やかに方向性を定めたうえで、情報を医師会に共有してい

ただければと存じます。しっかりと行政と協力しながら齟齬がないように、進めていきたいと考えており

ますのでよろしくお願いいたします。 

 

（蓮澤会長） 

 辻委員、ありがとうございました。他にご意見はございますでしょうか。 

 

（酒井委員） 

小児・AYA 世代がん患者等妊孕性温存治療費助成事業指定医療機関数について、詳細が知りたい

のですが、こちらは公開されている情報でしょうか。 

 

（事務局） 

 妊孕性温存治療費助成事業の指定医療機関については、県 HP で公開されている情報になります

ので、そちらをご確認いただければと存じます。 

 

（蓮澤会長） 

 高松委員、ありがとうございました。他にご意見はございますでしょうか。 

 

〔質問、意見なし〕 

 

（蓮澤会長） 

それでは、本日予定しておりました議事は、全て終了いたしました。議事の進行を事務局にお返しい

たします。委員の皆様におかれましては、議事の進行にご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 

（司会） 

蓮澤会長ありがとうございました。 

また、委員の皆様におかれましては、長時間にわたり熱心なご討議をいただきまして、誠にありがと

うございました。 

本日いただいたご意見を、本県の今後の対策に活かして参りたいと考えております。 

それではこれをもちまして、令和７年度第 1回福岡県がん対策推進協議会を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 

 


